
【令和３年度実施計画】新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業（実施状況・効果検証）

215,224 0 208,881 0 6,343

1 観光企画課 事業継続支援事業

①事業所支援

新型コロナウイルス感染症の影響により、売上げが減少している町内に住民登録を有

する個人事業者及び町内に主たる事業所を有する事業者、町内で施設運営する観光関

連事業者について、1事業者につき100千円の給付を行う。

②③

〇給付金33,400千円（100千円×334件）

〇広告料110千円

申請受付事務手数料98千円

④中小企業、個人事業主等

R3.6.24 R3.9.10 33,608 33,608 0
【給付実績】

　334件　33,400,000円

【評価・検証】

　令和3年1月～6月の売り上げが前年比50％減の中小事業者に事業継続のための支

援金として1件あたり10万円を交付。

　様々な業種の事業者の事業継続の下支えをすることができた。

　事業の効果は得られたと認識している。

【課題】

　特段課題等はなかった。

2 観光企画課 まちなか商品券事業

①町内の消費促進を図り、地域経済を支援

②③

〇まちなか商品券事業補助金102,434千円（商工会へ）

商品券99,637千円（町民1人あたり7千円）

商品券作成・換金事務費2,797千円

〇事務費1,574千円（町の事務費）

（印刷費148千円、郵便料473千円、広告料110千円、交付委託843千円）

④南紀くろしお商工会、地方公共団体

R3.6.21 R4.2.14 104,009 104,000 9

　商品券配布実績

　　100,289,000円（＠7,000円×14,327人）

　商品券利用実績

　　99,636,500円（99.35％）

【評価・検証】

　前年度に引き続き地域経済を支援するために実施。町民に町内で使える商品券

7,000円分を配付し、町内で使ってもらうことで、町内事業者の支援に加え、町民の

支援にも繋げるものとした。

　事業の効果は得られたと認識している。

【課題】

　特段課題等はなかった。

3 観光企画課 観光バス助成金交付事業

①緊急経済対策として、観光バスへの助成事業を行い、誘客促進を図る

②③那智勝浦町から観光機構（ＤＭＯ）へ補助金5,100千円を支出し、誘客促進のた

め観光バスの助成事業を実施。那智勝浦町に訪れてくれる観光バス1台につき最大50

千円を助成する。

〇町内観光バス助成（小計5,000千円）

30千円（1台につき10～19人乗車）×台数

50千円（1台につき20人以上乗車）×台数

〇振込手数料等事務経費100千円

④旅行会社、バス会社

R3.6.25 R4.3.15 3,014 3,000 14

【事業実施効果】

　バス誘致台数　63台

　人数　2,189名

　交付金額　2,990,000円

【効果・検証】

　昨年度に引き続いて実施。町に外からのお客様を呼び込み、宿泊や飲食、土産物

購入など地域の消費喚起につなげた。

　事業の効果は得られたと認識している。

【課題】

　令和3年度においても、周期的に新型コロナウイルスが感染拡大したため、一部催

行キャンセルが発生した。

4 観光企画課 地域公共交通運行継続支援金事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、売上げが減少している町内に事業所を有

するバス、タクシー、観光船等の旅客等運送事業者に保有車両台数に応じて、運行支

援金を支給し、事業継続を支援

②③

〇バス事業者1社2,500千円

　 タクシー事業者2,800千円

　 船舶事業者600千円

（1法人500千円の基本額に、バス・船舶1台につき100千円、タクシー1台につき50千

円を上乗せして支給）

④町内の旅客等運送事業者

R3.6.18 R3.7.15 5,900 5,900 0
【給付実績】

　5件　5,900,000円

【効果・検証】

　コロナ禍により売り上げが減少した町内に事業所を有する旅客等運送事業者に、

保有車両台数に応じて運行支援金を交付。バス、タクシー、観光船など幅広い事業

者の運行継続を支援した。

　事業の効果は得られたと認識している。

【課題】

　特段課題等はなかった。

5 消防本部 消防救急業務感染防止対策事業

①救急業務での感染リスクを軽減するため、救急用資機材を購入し、受入体制を強化

する。

②③

〇救急用資機材3,900千円（低濃度オゾン発生装置、自動式心マッサージ器一式、空

気呼吸器面体）

④地方公共団体

R3.6.10 R3.10.15 3,901 3,900 1

　低濃度オゾン発生装置を那智勝浦町コミュニティー消

防センター会議室に設置

　自動式心マッサージ器一式を救急車に配備

　救急現場活動での使用実績４件

　空気呼吸器面体を使用した実績

　現場活動　７回

　訓練回数　208回

【評価・検証】

　低濃度オゾン発生装置については、那智勝浦町コミュニティー消防センター会議室を使用する

たびに稼働させて感染防止を図っている。新型コロナウイルスの不活性化を行い、感染リスクを

抑えることができたと考えられる。

　自動式心マッサージ器については、導入により過剰な傷病者との接触を控えることができ、隊

員の感染リスクを大幅に抑えることができたと考えられる。

　空気呼吸器用面体については、隊員間で共有していたものを個人支給、個人管理とすることで

飛沫、接触等の感染リスクを大幅に抑えることができたと考えられる。

　結果として、当消防本部職員において、消防救急業務に従事して感染したと思われるケースは

出ていない。以上のことから、事業目的に対する効果は十分得られたと考えられる。

【課題】

　引き続き、飛沫感染、接触感染等の感染リスクを軽減させるため、新型コロナウイルス感染症

等の感染症対策は必要である。
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6 教育委員会
GIGAスクール用ネットワーク改

善事業

①国が進めるGIGAスクール構想実現のため、ネットワーク環境の整備を進めることに

より、教育環境の向上を図る。

②③

〇ネットワーク変更・回線増強費用3,398千円

④町内小中学校

R3.8.19 R4.3.31 3,398 3,300 98

　GIGAスクール構想に対応するため、ネットワーク環境

の見直しを行った。

　通信速度　整備前　30mbps

　　　　　　整備後　300mbps以上

【効果・検証】

　ネットワーク速度は大幅に改善され、教育環境の向上を図ることができた。

　事業の効果は得られたと認識している。

【課題】

　今後は、定期的にネットワーク状況を確認し、計画的にネットワーク機器の更新

等を行っていく必要がある。
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8 観光企画課 緊急経済対策事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、町内での消費が低迷しているため、緊急

経済対策として、町に訪れる旅行者へ宿泊クーポン及び町内で使用できる商品券の配

布を行い、誘客の促進を図る。

②③那智勝浦観光機構（ＤＭＯ）補助金　20,000千円

以下、内訳

〇旅行者用商品券3,950千円（1人当り1千円）

〇宿泊クーポン（小計14,250千円）

3千円・6千円・9千円のクーポン14,250千円分

〇事務費（小計1,800千円）

クーポン発行事務費1,568千円、印刷製本費、需要費、役務費232千円

R3.11.18 R4.3.31 15,120 15,100 20

【事業実施効果】

　宿泊クーポン助成

　　クーポン発行枚数　1,308枚

　　述べ人泊数　3,138人

　　宿泊額　37,367,642円

　　商品券発行額　3,138,000円

【効果・検証】

　令和2年度に引き続き実施。町外からお客様を呼び込み、町内での消費喚起につな

げた。

　ただ、まん延防止等重点対策措置の適用などによる事業中止や延期もあり、前年

度に続き実施のタイミングが難しかった。

　事業の効果は得られたと認識している。

【課題】

　特段課題等はなかった。

9 福祉課 高齢者健康増進事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により懸念される高齢者の健康管理に対して、新たに健康

増進活動を行える場所の整備を行うことにより、高齢者の健康増進を図る。

②③

（１）体育文化会館における体操教室の設置（研修室、ロビーの床張り替え ）、トレーニング

ルームの機器整備、福祉健康センターへの健康器具整備24,129千円

以下、内訳

（ロビー、第1・2研修室・和室の床改修工事4,500千円）、（第一研修室の鏡設置1,000千

円）、（机、イス、間仕切り4,000千円）、（照明工事1,500千円）、（健康増進機器13,129千

円）

④体育文化会館、福祉健康センターー

R3.12.8 R4.3.31 20,072 16,052 4,020

　体育文化会館改修工事　4,776,200円

　　研修室２室：クロス張替、床張替、鏡設置

　　オープンスペース：クロス張替、床張替

　体育文化会館照明設備改修工事　927,300円

　　オープンスペース照明増設

　体育文化会館トレーニング室等改修工事　1,166,000円

　　トレーニング室：室内外クロス張替

　　和室：畳入替

　トレーニング機器購入　5,353,750円

　健康増進機器購入　5,260,800円

　休憩スペース用備品購入　2,520,123円

　その他（修繕費、通信機器購入）　67,650円

　合計　20,071,823円

【評価・検証】

　高齢者を中心とした町民の健康づくり推進のためのツールとしてトレーニンブマ

シンやストレッチマシン等の機器の充実が図ることができた。

　事業の効果は得られたと認識している。

【課題】

　翌年度以降、高齢者を中心に当該機器を活用したストレッチマシン体験会等の健

康教室を有効的に展開する必要がある。

10 福祉課 子育て世帯応援給付金事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、所得の低下が見込まれる18歳までの児童

および大学生等を養育する保護者に対し、子育て世帯応援給付金を支給、子育て世帯

の経済支援を行う。

②③

子育て世帯への給付金22,000千円（2,200人×10千円）

郵便料555千円

印刷製本費69千円

会計年度任用職員人件費880千円

④18歳までの児童および大学生等を養育する町内在住の世帯保護者

R3.11.18 R4.3.31 19,090 17,000 2,090

【給付実績】

　1,909名　19,090,000円

　　給付者数（18歳以下の児童大学生等）

　　15歳以下　1,360名

　　高校生等　326名

　　大学生等　223名

【評価・検証】

　15歳以下については、児童手当受給データを活用し迅速に給付し、子育て世帯の

経済支援を行うことができた。

　事業の効果は得られたと認識している。

【課題】

　申請を要する大学生等は、回覧やホームページでの広報のため、支給漏れの対象

者がいる可能性がある。

11 総務課 公共施設における感染対策事業

①町内の公共施設における感染防止策を講じることにより、感染拡大を防ぐ。

②③

〇サーモグラフィー1,050千円(350千円×3台)

〇空気清浄機658千円（94千円×7台）

④町内の公共施設

R3.11.24 R4.1.28 1,591 1,500 91

　役場本庁舎入口に1基及び体育文化会館入口に2基の

サーモグラフィーを設置。また、役場本庁舎の待合や会

議室等に空気清浄機を12基設置した。

【評価・検証】

　両施設に感染防止対策を講じるたことにより、クラスターが発生した案件は確認

できなかった。

　事業の効果は得られたと認識している。

【課題】

　引き続き感染防止対策が必要と考えられる。
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14
消防本部

病院
医療従事者等支援事業

①新型コロナウイルスへの感染が疑われる患者に対応する医療従事者の支援を目的

に、医療従事者に支給される特殊勤務手当を全額負担する。

②③

〇防疫等作業手当9,999千円（3,000円×3,333回分）

※町立病院については、一般会計からの繰出を行う

④医療従事者

R3.5.17 R4.3.31 5,521 5,521 0

【消防本部】

　防疫作業手当合計　911,000円

　退職者　1人

【病院】

　防疫作業手当合計　4,685,000円

　新型コロナ対応を起因とする職員の離職　1人

【評価・検証】

（消防本部）

　新型コロナウイルス感染症の傷病者又はその疑いのある者に対して従事した職員に対して手当が支給され

た。業務遂行に当たり、相当程度心身に負担がかかっていたと考えられるが、退職者は最小限にとどまり体制

を維持することができた。

（病院）

　院内クラスターが発生するなど、流行期は外来・病棟ともに多忙を極め、スタッフの心身への負担も過大で

あったが、離職数は最小限にとどまり、また年度中の新規採用職員も平時と同水準確保でき、診療体制を維持

することができた。

　以上のことから、事業目的に対する効果は十分得られたと考えられる。

【課題】

　コロナ禍以前には自己都合による退職者はなかったが、各年度ごとに1人退職者を出している。相当程度心

身に負担がかかっていたと考えられる業務であることから、引き続き同様の手当の継続が必要と考えられる。


